
那賀町全員協議会 小見野々ダム再生事業 説明概要

那賀町議会全員協議会において、当事務所より「小見野々ダム再生事業につい

て」と題して、事業着手した令和 2 年度からの進捗状況などについて説明させて
頂きましたので、お知らせ致します。

□日時：令和5年2月17日（金）13時30分から14時30分

□場所：那賀町地域交流センター2階

□説明資料：別添「小見野々ダム再生事業について」

□説明概要：

・ゲート改造案、トンネル案及びダム下流移設案で再生方策を検討中。

・気候変動の影響を考慮した治水計画の見直しが必要。それにより再生方策の検討に

影響がある。

・小見野々ダム再生事業の進捗状況については、測量、地質調査等を 3 年間実施し基
礎調査としては最終段階である。現在実施中の地質調査に問題がなければ、本格的

な再生方策の検討に着手することとなる。

・建設事業移行には、気候変動の影響を考慮した治水計画の見直し（基本方針変更）、

小見野々ダム再生案の検討及び、整備計画の点検・変更が必要である。

□質疑概要

・ダム再生方策の検討をはやく進めて貰いたい。

・貯水池堆砂をどのように処理するのか。

・撤去した堆砂の置き場が無いなら移設案が一番良い。

・ボーリング調査の進捗状況はどの程度か。

・既設ダムから下流の白石集落までに、地すべり地域であることは認識しているか。

□当事務所回答

・洪水調節容量確保するにあたり上流の浸水被害や堆砂状況は認識している。堆砂を

どのように除去し、計画で容量を見込むのかは、改めて説明したい。

・再生方策の検討ができる段階まではボーリング調査は進んでいるが、再生方策が決

まれば追加調査も必要となるため、調査が終わったわけではない。

・ダム下流地域が地すべり防止区域に指定されていることは認識しており、下流移設

案を検討する際には、地すべりがポイントになってくる。

・決定している再生方策案があるわけではない。予断を持たずに検討していく。

以上。
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小見野々ダム再生事業について

令和５年２月１７日
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那賀川河川事務所

小見野々ダム再生事業
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那賀川河川事務所

【河川整備計画の変更（令和元年7月）】
那賀川水系河川整備計画は、戦後最大を記録した平成26年8月台風11号規模の洪水を安全に流下させるため、
年超過確率1/50の治水対策に変更。
河川整備計画における目標流量は、古庄地点で9,000m3/sから9,700m3/sに引き上げ、このうち、洪水調節施設に
よる調節を、従来の500m3/sから700m3/sに引き上げ、長安口ダム改造に加え、小見野々ダムの再生を位置づけ。
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○那賀川水系河川整備計画の変更（令和元年７月）



那賀川河川事務所

小見野々ダムは、令和3年度時点で9,970千m3が堆砂しており、計画堆砂容量（6,937千m3）の約1.4倍が堆砂して
いる。なお、有効貯水容量（11,420千m3）内の堆砂量は5,215千m3（約46％）である。

小見野々ダムの堆砂状況
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小見野々ダムの堆砂状況グラフ

○小見野々ダムの現状と課題

■貯水池 (助大橋付近)堆砂状況

昭和40年代

現在

元河床から約15m河床上昇（令和４年度時点）

計画堆砂量6,937千m3

9,970千m3

13,171千m3
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S43 小見野々ダム完成
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H26 台風11号出水
↓

計画堆砂量の

約1.4倍

那賀川河川事務所

■ 小見野々ダムの上流に位置する出原地区では、近年の出水に伴う多量の土砂流入により、下流側に位置する
狭窄部付近で河川内への土砂の堆積が認められる。

■ 平成26年８月洪水（台風11号）では、木頭出原地区において浸水面積約４ha、床上浸水19戸、床下浸水20戸、
木頭助地区においては浸水面積約1.1ha、床下浸水１戸の浸水被害が発生した。

国道195号 木頭出原

○木頭出原・木頭助地区の浸水について

5

出水年月日
木頭出原地区 浸水戸数（戸） 木頭助地区 浸水戸数（戸）

床上 床下 計 床上 床下 計

H17.9.4～6 10 0 10 0 0 0

H26.8.9～10 19 20 39 0 1 1

国道195号 木頭助

➀

②

出原橋

➀

旭団地

②

旭団地

出原橋



那賀川河川事務所

ダムを管理する四国電力（株）は、貯水池内の土砂を毎年約110千m3程度除去している。

小見野々ダムの堆砂状況

出典：地理院地図(電子国土Web)

■掘削状況

■掘削状況

小見野々ダム
海川橋

助大橋

蔭井橋

木頭 助

土砂除去箇所

土砂除去箇所

■小見野々ダム貯水池内堆砂除去位置

海川木頭 出原
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○小見野々ダムの堆砂除去

那賀川河川事務所

【洪水調節】 既設小見野々ダムで新たな洪水調節機能を確保すること、長安口ダムで完成した新設洪水吐を最大限

活用し、予備放流水位をさらに下げ、洪水調節容量を増量することで、両ダムにより、河川整備計画に

おける目標流量9,700m3/sのうち、700m3/sを洪水調節して河道への配分流量を9,000m3/sとする。

目 的

小見野々ダム貯水池容量配分図

①貯水池内堆砂除去による洪水調節容量確保
②ダム堤体の下流移設等による放流能力増強と洪水調節容量確保

主な内容

※ダム再生の事業内容は、現時点の調査結果をもとに考えられる案であり今後の調査・検討により、変更の可能性がある。

現 行 再生後

堆砂量
9,450千m3

死水容量800千m3

発電容量
6,500千m3

総
貯
水

容
量

1
6
,7
50
千

m3

放流能力増強

堆砂容量
7,900千m3

死水容量1,250千m3

発電容量
・

洪水調節容量

洪水貯留準備操作
（予備放流）

11,000千m3 総
貯
水

容
量

2
0
,1

5０
千
m
3

7

○小見野々ダム再生事業（１）小見野々ダム再生事業の目的と内容



那賀川河川事務所

貯水池内の堆砂により有効貯水容量が減少していることから、ダム上流域での堆砂除去により洪水調節容量を
確保する。
既設ゲートより低い貯水容量を洪水調節容量として利用できないことから、より多くの貯水容量を洪水調節容量と
して利用するためには、低い位置に放流設備を新たに設置する必要がある。

小見野々ダム再生のイメージ
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○小見野々ダム再生事業（２）小見野々ダム再生のイメージ①

那賀川河川事務所

放流設備を低い位置に新たに設置する方法には、「ゲート改造案」、「トンネル案」、「ダム下流移設案」などが
ある。
ゲート改造案は、堤体を削孔又は切削し、放流設備を低い位置に新たに設置する案で、長安口ダム（徳島県）
において実績がある。
トンネル案は、堤体側部の地山にトンネル洪水吐を設置する案で、鹿野川ダム（愛媛県）において実績がある。
ダム下流移設案は、放流設備を低い位置に設置したダムを下流へ移設する案で、津軽ダム（青森県）において
実績がある。

ダム再生の例
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○小見野々ダム再生事業（３）小見野々ダム再生のイメージ②

ダム下流移設案（津軽ダム：青森県）トンネル案（鹿野川ダム：愛媛県）ゲート改造案（長安口ダム：徳島県）

■ダム再生の例



那賀川河川事務所

ゲート改造案
（検討中）

トンネル案
（検討中）

ダム下流移設案
（検討中）

再生案の概要

堤体を削孔又は切削し、
放流設備を低い位置に
新たに設置する案

堤体側部の地山にトンネ
ル洪水吐を設置する案

放流設備を低い位置に
設置したダムを下流へ
移設する案

概 要 図

イメージ図 イメージ図

検討中

構 造 概 要

口 径：約５ｍ
門 数：７門

口 径：約１２ｍ
本 数：２本
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○小見野々ダム再生事業（４）再生案の検討状況

既設ダム 既設ダム

ゲ－ト改造7門
トンネル2本

※ゲート改造案、トンネル案は洪水調節容量が1,100万m3の場合であり、今後の検討により変更の可能性が有る。

那賀川河川事務所

小見野々ダム

蔭井橋

平成29年1月 撮影 衛星写真画像

白石地区

海川地区

和無田地区

出原地区

測量実施状況

魚類調査 鳥類調査状況

調査実施範囲

令和元年度に小見野々ダム再生事業(実施計画調査)の新規事業採択時評価を実施。令和2年度から実施計画調査に着手し、
調査・検討を行っている。
これまでに治水計画の検討、ダム再生方法の検討、堆砂対策の検討及び貯水池周辺の地形・地質及び環境調査等を実施して
いる。
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○小見野々ダム再生事業に関する調査等

地質調査

助大橋

地質調査：69本

猛禽類調査：26地点魚類調査：７地点

測量調査：1.06km2
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無破砕
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※記載の区分図は速報結果であり、今後変更となる可能性がある。
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無破砕
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※記載の区分図は速報結果であり、今後変更となる可能性がある。

ボーリングコア写真
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凡例

dt 崩積土
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dt
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無破砕

Cr1

Cr2~3

GL-5m GL-6m

GL-29m GL-30m

GL-10m

GL-15m

GL-20m

GL-25m

GL-11m

GL-16m

GL-21m

GL-26m

凡例

※記載の区分図は速報結果であり、今後変更となる可能性がある。
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Ss

凡例

Ss 砂岩優勢ゾーン

Ms 泥岩優勢ゾーン

Ch チャート

BaX 玄武岩質混在岩

固結破砕部

Ms

Ch

Ms

○ボーリング調査
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河川水位

地質区分図

BaX
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15※記載の区分図は速報結果であり、今後変更となる可能性がある。
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那賀川河川事務所

気候変動の影響による治水計画の検討
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那賀川河川事務所○近年、毎年のように全国各地で自然災害が頻発
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那賀川河川事務所

時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が増加
気候変動の影響により、水害のさらなる頻発・激甚化が懸念

○近年、雨の降り方が変化
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那賀川河川事務所
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古庄（那賀川橋）上流 12時間雨量の推移 古庄（那賀川橋）地点 洪水ピーク流量の推移

古庄（那賀川橋）地点の上流平均12時間雨量、洪水ピーク流量は、近年増加傾向。

○那賀川における 雨量・流量の推移
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約1.2倍

S31～S40
平均211mm/12h

H24～R3
平均247mm/12h

S31～S40
平均3,156m3/s

H24～R3
平均4,162m3/s

約1.3倍



那賀川河川事務所

治水計画を、「過去の降雨実績に基づく計画」から「気候変動による降雨量の増加などを考慮した計画」に見直し

○気候変動を踏まえた計画へ見直し
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那賀川河川事務所

基本高水のピーク流量

変更前（m3/s） 変更後（m3/s）

新宮川水系 相賀地点
和歌山県
奈良県
三重県

R3.10.15 19,000 24,000 1.26

五ヶ瀬川水系 三輪地点
宮崎県
大分県
熊本県

R3.10.15 7,200 8,700 1.21

球磨川水系 横石地点
熊本県
宮崎県
鹿児島県

R3.12.17 9,900 11,500 1.16

十勝川水系 茂岩地点 北海道 R4.9.9 15,200 21,000 1.38

阿武隈川水系 岩沼地点
福島県
宮城県
山形県

R4.9.9 10,700 12,900 1.21

那賀川水系 古庄地点
徳島県
高知県

検討中 11,200 検討中 検討中

水系名 基準地点 都道府県 変更年月日 倍率

河川整備を超えるスピードで進行する気候変動に対応するため、
（１）過去の実績降雨等に基づく計画から、将来の降雨量の増大などを踏まえた計画への見直し
（２）あらゆる関係者が協働して行う「流域治水」への転換
令和３年４月に「気候変動を踏まえた治水計画のあり方（改訂版）」が提言され、全国の一級河川で治水計画の見直しが進めら
れている。
令和５年１月時点で、全国の１級河川109水系のうち、５水系が変更済、２水系（多摩川、関川）が審議中。

気候変動を踏まえた河川整備基本方針への変更を行った全国の河川

○河川整備基本方針の見直し（全国の状況）
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